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編 集 後 記

 情報過剰の時代に雑誌の編集にあたっているといろいろのことを考える．外国文献が，あるいは

国際学会の情報が洪水のようにわが国に流れζんでくる．1人の研究者が消化しきれる情報量は知

れたものであり，あとは印刷された紙として蓄積されてゆく．新聞形式の情報紙が内外の医学の成

りゆぎを伝えるべく，多くの医師に送られてくる．そのなかには珍訳，誤訳が目だつのがある．膀

胱線維症というヘッドラインがあるので，読んでみるとcystic丘brosis（すい臓）のことであった．

情報過剰は印刷物だけではない．学会，研究会の乱立もそうである．昭和20年代後半に筆者が医学

生であったころ，学内で講演会などが催されると実に多くの聴衆を動員し，学生の占める率が優勢

であった．現在はこのような光景はみられない．情報源が豊富すぎてありがたみがなくなってきて

いるためであろうか．                             （T．T．）
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  購 読 要 項

1．発行は原則として毎月とし，年間購読者を会員とします．

2．会員は年間予約購読料5，000円（送料とも）前納していただきます．

  分売は原則としていたしません．払込みは振替に限ります．口座番号京都4772番泌尿器科
紀要編集部宛．外国は送料とも年閥20ドルです．

3．入会は氏名（フリガナ），住所（雑誌郵送先），勤務先をご記入のうえ編集部あて，はがきにて

 お申し込みください．

  投 稿 内 規（1969年1月改正）

1．原稿の種類は綜説，原著，臨床報告，その他．和文または英文とします．

2．原稿の長さは制限しませんが簡潔に願います．

3．和文原稿は400字詰原稿用紙横書きとし，当用漢字，平かな，現代かなつかいを用い，片かな

 には「」を要しません．表，図の説明はなるべく英文にしてください．文中欧語学術用語は固

有名詞，記号以外はキャピタルではじめる必要はありません．必ず英文抄録をつけ，これには英

 文の表題，所属機関名，ローマ字著者名も記入しておいてください．

  英文抄録は詳細なものを歓迎します．ご希望の場合は当編集部にて作成しますので，抄録用の

和文原稿を別につけ’てください．醗訳の実費は申し受けます．

4．英文原稿の場合はタイプでダブルスペース打とし，和文表題と和文抄録をつけてください．

5．数字はすべて算用数字を使用し，数量の単位はm，cm，皿m， cc， m1， kg，9， m9，℃，μ，％，

pHなどを使用し．は不要です．またBUN IVP NPN PSP TURなども．を要しません．
6．表，図，写真などはすべて別紙とし，説明は和文，英文を間わずTable 1， Fig・2等として
 ください．

7．文献の書式は次のようにしてください．

 A 雑誌の場合 著者名：誌名，巻数：頁数，西暦年次． （論文題名は自由です）

   文献名は正式略称を用いてください．

   例：日泌尿会誌臨床皮泌，皮と泌，泌尿紀要，臨泌；J・UroL， lnvest・Urol・， Zschr・

     Urol．等．

 B 単行本の場合 著者氏名：書名．版数，Vol・数， p・数，発行所，出版地，年次．

8．校正は初校のみ著者にもお願いし，再校以降は編集部のみがおこないます．著者複数の場合，

 校正責任者をお示しください．

9．原稿は返却いたします．

10．原稿到達日を受付日とし，予約による受付けはいたしません．

11．原稿送り先は，〒606京都市左京区聖護院京大病院泌尿器科紀要編集部，書留便．
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